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岩 手 県 にお ける昭和 63年 冷害 の実態

第2報 府及び開花まで日数と稔実の関係
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2  Relation Of ripening percent, anther color and days frorn heading to flowering
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1  は  し め に

昭和63年の岩手県の稲作は,作況指数85と 著しい不良で

あった。その要因は第 1報で述べられたように,地帯によっ

て異なるが,県中部を中心とした地域では,減数分裂期の

異常低温による障害不稔が多発したことが,大きな要因で

あった。

一方,7月 の長期異常低温により,障害不稔が多発する

ことは出穂前に十分予測できたが,そ の発生程度の予測は

困難であり,ま た,不稔の観察による調査は出穂後 2週間

以上経過しないと判断できないのが現状である。

そこで,出穂期前後の早い時期に不稔程度の調査ができ

ないかということで,綺の色と稔実の関係について検討し

た。また,昭和63年は出穂してから開花までの期間が長かっ

たことから,出穂から開花までの日数と稔実の関係につい

ても検討したので報告する。

2調 査 方 法

(1)約色と稔実調査

1)調査時期 : 昭和63年 8月 12日

2)調査材料 : 品種名等は表 1の とおり。
調査個体は各株の得長の長・ 中・短 (遅れ穂を除く)の

各 2穂,調査籾はこの各 6穂/株の全籾,各穂の出穂期は,

同一圃場での観察結果から推定。

3)綺色調査 : 綺及び穎花の分類基準 (表 2・ 3)

により,調査材料のすべての挿花を開いて観察調査した。

4)稔実調査 : アキヒカリ。たかねみのりは,代表
株 (1株)の将長の長・中・短の各 2穂 (計 6穂)を調査。

更に,全品種を常法により5株を抽出調査。

0)開花日数と稔実調査
1)調査材料 : マツマエ2穂 (出穂8月 8日 )・ コ

チミノリ3穂 (同 8月 9。 10日 )。 たかねみのり3穂 (同

8月 12・ 13日 )・ アキヒカリ3穂 (同 8月 10・ ■ ,12日 )。

2)開花日調査 : 8月 11日以降毎日各種の全穎花の

開花日を観察調査。

3)調査穎花数 : マツマエ 130(内 開花目不明67),
コチ ミノリ235(同  129).た かねみのり 189(同

56),ア キヒカリ 243(同 66)。

4)稔実調査 : 成熟時に,開花日調査をした全穂の

全穎花の稔・不稔を観察調査。

表 1 調査材料

品 種 名 調査株数 出穂期 備 考

アキ ヒカ リ

たかねみのり

あきたこまち

3

1

2

810-16
815
813～ 15

各調査株は,苗質・

栽培法が異なる。

表 2 綺の分類

分類番号 分 類 基 準

充実約が 1個以上含まれる頴花

発達約が 3個以上   ″
発達綺が 1～ 2個   ″
発達綺が全くない頴花

1

2

3

4

3 結果及び考察

0)商色と稔実
酢酸カーミンによる花粉の染色状態により約の分類を行

い,それに基づいて出穂期前後の穎花の分類を行った。

その結果,減数分裂期の低温により不稔の多発したアキ

ヒカリでは,出穂前4日 ころから穎花分類基準 2の穎花の

割合が次第に多くなり,出穂翌日に最高となっている。し

かし,出穂後2.3日の穂ではその割合が減少している。
このことは,8月 9～ 10日 に出穂したもので,不稔が611%

前後発生したもので,減数分裂期の低温の影響を強く受け

た材料であったためと考えられる。

一方,不稔の少なかった「たかねみのり」では,出穂前

4日 の時点で穎花分類基準 2の割合が既に80%以上で,出

色

色

明

黄

黄

淡

透

表3 頴花の分類基準
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穂前日には穎花分類基準 1の割合も増加している。このこ

とは,通常の年では出穂期前後には,ほとんどの穎花が穎

花分類基準 1,2に なっていること同様と考えられる。

表4 出穂前後の頴花分類別頻度の推移

たかねみのり

異なる結果であるが,こ れは減数分裂期の障害不稔はほと

んどなく,出穂期以降の要因によるものと考えられる。

12)開花日数と稔実

一般に出穂後数日以内に開花した穎花はほとんど稔実す

るが,その後開花した穎花は除々に稔実する割合が低くな

ると言われている。しかし,本調査の「たかねみのり」・

「アキヒカリ」では,出穂後数日以内に開花した穎花の稔

実割合が低く,それ以降に開花した穎花の稔実割合が次第

に高くなり,この傾向は「アキヒカリ」で顕著であった。

このことから,昭和63年は籾殻などの形態的な発達と花粉

(商)な どの花器の発達には,大きな差があったと考えら

れた。
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この穎花分類と稔実の関係は,本調査の「アキヒカリ」
のように不稔の発生が多い場合は,出穂前日～出穂翌日に

穎花分類1,2の顆花はそのほとんどが稔実しており,穎
花分類3の穎花は稔実する割合が低く,更には穎花分類 4

の穎花はほとんど稔実しなかったと考えられる。

一方,「たかねみのり」の出穂前日調査結果は,前述と

表 5 頴花分類と稔実 (2穂調査) (%)

表 6 頴花分類と稔実 (株調査)

マ ツマエ

(3/8)

1 2 3 4 5 6 7 8

（％
）

開花 日 (lL穂後日数)

開花までの日数と稔実割合

4 ま

昭和63年の減数分裂期の低温による障害不稔が多発した

水稲について,酢酸カーミンによる花粉の染色の程度と荊
の色,更にその商の色と稔実の関係について検討した結果 ,
出穂期前後に穎花分類 1,2の穎花はほとんど稔実するが ,
花粉分類 3の穎花の稔実害1合は低く,花粉分類 4の穎花は
ほとんど稔実しないと考えられた。

また,「アキヒカリ」などでは,出穂後数日以内に開花
した穎花の稔実割合が低く,それ以降に開花した穎花の稔

実割合が次第に高くなった。このことから,昭和63年は籾

殻などの形態的な発達と花粉 輛 )などの花器の発達には,
大きな差があったと考えられる。
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